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トルコの文化と歴史に関する文字資料を
図書館の環境で利用すること
Using Written Materials on Turkish Culture and History in Libraries
(Türk Kültür ve Tarihine İlişkin Yazılı Kaynaklardan Kütüphane Ortamında Yararlanılması)
イスケンデル・パラ İs k e n d e r 	 PALA
（イスタンブル文化大学文理学部）
訳　髙松洋一
　オスマン朝史は、その文字資料の膨大さという点で瞠目すべき希有な文明史のひとつである。
しかし、それら資料の分類、収集、目録化などの領域がつねに軽視されてきたのは遺憾と言えよ
う。中世の諸社会でハーフズ・キュテュプ（hafız-ı	kütüp「書物の守護者」あるいは「書物の記憶者」の意）と
呼ばれたいにしえの司書たちが記憶力によって保持していた情報や、彼らの分類方法もまた、史
料をあつかう学術的研究の対象とされてはこなかった。
　もっとも、オスマン朝が君侯国（Osmanlı Beyliği）として成立（1299年）してから32年後にはイズ
ニク（İznik）でオルハニイェ学院（Orhaniye	Medresesi）が教育を開始し、ユルドゥルム（電光王）・バ
イェズィト1世（Yıldırım	Bayezid	在位1389-1402年）時代にはメドレセ（medrese	イスラーム学院）組織がシ
ステム化されていた。諸君侯国（Beylikler）の時代からメドレセ数が増加していたことにより、卓
越した学問環境が生み出され、1453年のイスタンブル征服後にはセマーニイェ（Semaniye）学院
群という教育ネットワークへと変容した。さらに約90年後には、スレイマニイェ（Süleymaniye）
というイスラーム世界で最も重要な学問センターの一つが形成された（İzgi 1997, pp.35-50）。すなわ
ち以上のことを考慮すれば、オスマン朝における学問環境の充実にもかかわらず、基本著作の分
類・目録化がどれほどおざなりに扱われたていたのかがうかがわれる。
　著名なオスマン朝の歴史家ゲリボルル・アーリー（Gelibolulu	Âlî	1600年没）は、これらのメドレセ
において学問が一定の教育法に従って教えられていたこと、その一部はバイェズィト1世時代か
ら続いていたことを述べている
1
。当初は算術、代数、幾何、天文、音楽のような数学的学問や、
医学、物理学、化学、植物学、動物学、鉱物学、地学、農学、地理学のような自然科学が重視さ
れていた。しかし17世紀以降にそうした関心が後退し、さらにその間に西洋世界において科学
が発展し、近代化が進行したことにより、これらの学問に関する資料は、オスマン朝の図書館が
整備されていったにもかかわらず収蔵されなかった。
　その一方オスマン朝において、つねに文学や芸術の隣接領域であったために人々の関心を集め、
たゆむことなく続いてきた二つの学問分野が存在した。このうちの一つは宗教諸学、もう一つは
社会と歴史の問題に関する学問である。事実オスマン朝の資料には、これら二つの分野に関する、
散文（nesir）や韻文（nazım）で書かれた非常に多くの著作が見出される。
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　オスマン朝において学問に貢献する図書館サービスは、一般にワクフ（vakıf	寄進）の枠組みの
もとで実行された。モスクやメドレセと並んで、キュッリイェ（külliye）と呼ばれる建築複合体に
は必ず図書館があり、一定の条件のもとで閲覧者はその本を利用した。個人の私設図書館とメド
レセの図書館は、とりわけ学生たちにサービスを提供する点で重要であった。私設図書館を設立
し、これを寄進して学問環境を作り出す人々は、いつの時代にもしばしば見出された。またこう
した人々は、図書館の建物にも、書物のコレクションにも、図書館の職員にも、決して出費を惜
しまなかった。
　1893年に書物の概念についてトルコ最初の著作をおこなったネジプ・アースム（Necip	Asım）は、
最初の図書館はファーティフ（征服者）・メフメト2世（Fatih	Sultan	Mehmed）が設立したと述べている。
「イスタンブルにおける最初の図書館は、当然のことながらファーティフ陛下が設立された宮廷
文庫（Saray-ı Hümayun dârü’l-kütübü）であるが、収蔵している稀覯書ゆえに全ての図書館の羨望の的
であった」（Acaroğlu, 1993, p. 105）。
　『トルコ図書館史』に記されていることによれば、ワクフ図書館においては、ワクフの運営に
関わる監督（nâzır）、管財人（mütevelli）のほか、司書（hafız-ı	kütüp）、司書補、書記、製本人、門番
と守衛、掃除人、建物の修理人のような職員たちが、職務を果していた（Erünsal,	1991,	p.153	et	seq.）。
さらに同書には、司書に求められる条件が「誠実で、善良で、敬虔で、信心深く、正直で、信頼
できる」（Erünsal,	1991,	p.156）ことと列挙されている。一方、母后トゥルハン（Turhan	Valide	Sultan）の
イェニジャーミー（Yenicami）・モスクのワクフ文書（vakfiye）においては（1663年）、司書の特徴が
「……そして気立てがよく、公正の明らかな、著された書物の出納に通じ、書き記された書籍の
価値をわきまえ、背信の醜行をせず、信用と能力の美徳で飾られた人物が司書となり……」
2
とい
うかたちで列挙されている。
　ここから引き出される結論は、司書が、あらゆる点で賢く、仕事をまじめに行なう人間である
こと、それゆえ図書館における資料を分類するかわり、資料が見つかる棚と順序を暗記して任務
を全うすることである。書物の内容と書物のある場所に関心を持ち、司書の職務を自分自身と同
一化するという、過去の知識人たちのこの善意ある努力が、元はといえば図書館の分類システム
の発展を相当期間遅らせたのであった。閲覧者が来た時に、望んだ情報やテーマに関わる書物を
すぐに見つけて持ってくる司書がいるのなら、その図書館が分類システムの必要を感じるはずが
ない。
　一方で15世紀にヨーロッパで普及を見はじめた印刷所が、この世紀の末頃オスマン朝に亡命
したスペインのユダヤ教徒たちによりイスタンブルにもたらされ、これにギリシア正教徒とアル
メニア人によって開かれた印刷所が続いた。それにもかかわらずムスリムの手による印刷所の設
立は、1727年まで遅れた。このことも近代的な方法による資料の分類を遅らせた要因の一つで
ある。
　そのうえトルコにある写本作品は、単に一冊の書物であるばかりでなく、同時にトルコ・イス
ラーム芸術のさまざまな分野を一体化した一個の文化の集積であり、過去とのきずなを築く一本
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の橋なのである。写本は、執筆され、制作された時代のあらゆる種類の学問・芸術分野における
活動と解釈の現れとして、人間の創造力と忍耐とを象徴している。
　今日トルコのほとんどすべての場所で、写本作品を所蔵する図書館が存在している。600年の
蓄積があずかっているこのコレクションには、オスマン朝の文化、芸術、学問の解釈を示す何千
という写本作品が見出される。トルコ語、アラビア語、ペルシア語の3言語で記されたこれら著
作のうちで、数が一番多いのは、アラビア語で記されたものである。その理由は、オスマン朝時
代には学問の言語がアラビア語であったことである。二番目のトルコ語の作品についで、ペルシ
ア語の作品もトルコの図書館で多く見られるのは、オスマン朝の著作家たち、詩人たち、知識人
たちがペルシア語に精通していたことで説明できる。ここで言うトルコ人の作品は、今日ドイツ、
オーストリア、フランス、イギリス、イタリア、オランダ、イラン、アラブ諸国、ロシア、アメ
リカそして極東の国々の図書館では東洋諸写本と呼ばれ、使用言語がアラビア語あるいはペルシ
ア語のものは、残念ながらもはやオスマン朝やトルコ人といったアイデンティティの範囲外に置
かれてしまっている。
　トルコでは、非常に多くの都市の図書館に写本作品があるが、それらが何であるかを示す目録
化事業はいまだ完了していない。手元に使いやすい目録がなければ、写本作品についてなされる
研究は常に不完全である。一人の研究者にとって、写本作品の異本を探すことは、大きな時間と
労力の損失を意味する。コンピュータ技術が子供たちをさえ取り巻いている現代において、こう
した作業が完了していないのは、とりわけ悲しむべきことである。しかしこれはひとりトルコだ
けの問題ではない。世界中の図書館において同様な目録の問題が存在する。なぜならこの分野で
は、行われるべき作業や進むべき発展の最後の一歩について語ることは不可能だからである。そ
のうえ以前に刊行された目録は、世界のどこであれ、今日のデータに照らせば不完全あるいは不
十分と見なされている。コンピュータとテクノロジーの可能性が増すにつれ、過去の仕事も発展
させる必要があることが明らかになっている。とは言え、その不完全で不十分と見なされる目録
ですら、研究者にとってどれほど時間と労力の恩恵をもたらすかを否定すべきではない。
　トルコの写本作品の近代的方法による目録化の進展に門戸を開いた貴重な研究者、ギュナイ・
クト博士（Prof.Dr.	Günay	Kut）は、トルコの図書館にある各分野の写本作品がかつていかに分類さ
れていたかに関して、以下のような注目すべき確証を我々に提供している。
トルコにおける最初の印刷された目録は、アブドゥッラフマン・ナージム・エフェン
ディ（Abdurrahman	Nâcim	Efendi）によって編纂された『ダーマト・イブラヒム・パシャ図書
館（Kütüphane-i Damad İbrahim Paşa,	イスタンブル、1279/1863年）』である。これにアブデュルハミ
ト2世（II.	Abdülhamit）時代に刊行された『ハミト期目録（Hamidî devri katalogları）』と呼ばれる
台帳が続く。イスタンブルにおける諸ワクフ図書館の台帳の性格をもつこれらの目録は、
41冊の台帳に76の図書館の蔵書を収録した出版物である。記述が目録の特質からかけ離
れ、一連の誤りも含んではいるが、これらの台帳はテーマごとに編纂されていた。
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（……）今日スレイマニイェ図書館（Süleymaniye	Kütüphanesi）にある122のコレクションの一
つをなすアヤソフィア（Ayasofya）図書館の、1304/1886-1887年にイスタンブルで印刷さ
れた398頁からなる目録では、最初のテーマの見出しは、聖クルアーン（mesahif-i şerife）で
ある。それから順に、預言書（kütüb-i semâviyye）、クルアーン朗唱学（kütüb-i kıraat）、クルアー
ン解釈学（kütüb-i tefâsîr）、ハディース学（kütüb-i usûl-i hadis）、ハディース（kütüb-i ehâdîs）、イス
ラーム法源学（kütüb-i usul-i fıkh）、ファトワー（kütüb-i fetâvâ）、遺産分割学（kütüb-i ferâiz）、神秘
主義（kütüb-i tasavvuf）、教義・神学（kütüb-i akaid ve kelâm）、哲学（kütüb-i hikmet）、論理学（kütüb-i 
mantık）、天文学（kütüb-i hey’et）、占星術（kütüb-i nücûm）、数学・幾何学（kütüb-i hesab ve hendese）、
祈祷書（kütüb-i ed’iye）、倫理学・政治学（kütüb-i ahlâk ve siyaset）、自然史（kütüb-i tevârîh-i tabiiyye）、
歴史・預言者伝（kütüb-i tevârîh ve siyer）、医学（kütüb-i tıb）、文学（kütüb-i edebiyat）、修辞学（kütüb-i 
meâni ve beyan）、論争術・隠喩術（kütüb-i âdâb-ı bahs ve istiare）、語形論（kütüb-i nahv）、統語論（sarf）、
辞典（lügat）、論文集（mecâmi-i resail）と続く。（Kut,	1989,	p.X）
　トルコにおける写本の目録化事業は、1927年に設立されたある委員会によって開始したが、
この委員会は6ヶ月で解散した。1935年にヘルムート・リッター（Helmut	Ritter）教授を長にいた
だく図書館分類委員会（Kütüphaneler	Tasnif	Komisyonu）の名で第二の活動が始められ、11分冊から
なる『イスタンブル諸図書館トルコ語歴史地理写本目録（İstanbul Kütüphaneleri Türkçe Tarih-Coğrafya 
Yazmaları Katalogları）』を刊行することができた（1943-1962年）。しかし続編であるペルシア語とアラ
ビア語の歴史地理写本目録の作成は実現しなかった。『イスタンブル諸図書館トルコ語詩集目録
（İstanbul Kütüphaneleri Türkçe Divanlar Kataloğu）』の計画は、1947年から1976年にかけて4巻本として
印刷された。それから『イスタンブル諸図書館トルコ語ハムセ（五部作）目録（İstanbul Kütüphaneleri 
Türkçe Hamseler Kataloğu）』は1巻で刊行された（1961年）。このときアナトリアの図書館としては
唯一『マニサ総合図書館歴史地理写本目録1，トルコ語歴史写本（Manisa Genel Kütüphanesi Tarih-
Coğrafya Yazmaları Kataloğu I. Türkçe Yazma Tarihler）』が印刷された（1952年）。
　トルコ共和国文化省の遺物・博物館総局（Eski Eserler ve Müzeler Genel Müdürlüğü）を通じて、アブ
デュルバーキー・ギョルプナルル（Abdülbaki	Gölpınarlı）が刊行したコンヤ（Konya）の『メヴラー
ナー博物館写本目録（Mevlâna Müzesi Yazmalar Kataloğu 1-4巻、1967、1971、1973、1994年）』は、完全に個
人的なイニシアティヴの成果である。
　またフェフミー・エドヘム・カラタイ（Fehmi	Edhem	Karatay）による『イスタンブル大学図書館
アラビア語写本目録：クルアーンとクルアーン諸学、解釈学（İstanbul Üniversitesi Kütüphanesi Arapça 
Yazmalar Kataloğu, Kur’anlar ve Kur’anî İlimler ve Tefsirler）』という2分冊で刊行された目録、2巻本の『ト
プカプ宮殿博物館トルコ語写本目録（Topkapı Sarayı Müzesi Kütüphanesi Türkçe Yazmaları Kataloğu）』（1961年）、
1巻本の『トプカプ宮殿博物館図書館ペルシア語写本目録（Topkapı Sarayı Müzesi Kütüphanesi Farsça 
Yazmaları Kataloğu）』、4巻本の『トプカプ宮殿博物館図書館アラビア語写本目録（Topkapı Sarayı Müzesi 
Kütüphanesi Arapça Yazmaları Kataloğu）』も献身的な努力の成果である。
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　アフメト・アテシュ（Ahmed Ateş）が編纂を開始し、最終的にニハド・チェティン（Nihad	Çetin）
によって完成して印刷された『イスタンブル諸図書館におけるペルシア語韻文作品（İstanbul 
Kütüphanelerinde Farsça Manzum Eserler）』という目録も、相当に豊富な情報を含んでいる。ラマザ
ン・シェシェン（Ramazan Şeşen）による3巻本の『トルコの諸図書館におけるアラビア語稀覯写本
（Nawādir al-makhṭūṭāt al-‘Arabiyya fī maktabāt Turkiyā）』（ベイルート、1975、1980、1982年）という目録は、より
近代的な目録に数えられる。
　トルコにおける目録作成の事業において1978年は、ひとつの画期と認められる。なぜならこ
の年に、アンカラにおいて「トルコ写本総合目録	Türkiye Yazmaları Toplu Kataloğu	（TÜYATOK）」
の事業が開始し、一年後にイスタンブルに活動が移されたからである。トルコ共和国文化省の
図書館総局（T.C. Kültür Bakanlığı, Kütüphaneler Genel Müdürlüğü）のもとで実行されたこの事業の目的は、
トルコにおける写本を含んだ大小コレクションを目録化して印刷すること、後にこれらをもと
にして総合目録を作ることであった。この目録化事業に際して各都市は県コード（il	kodu）にした
がって番号付けされ、今日までにさまざまな県の図書館に関する成果が現れた。このうち最近
では26の番号がついた巻が刊行された
3
。上述の目録の何冊かはCD化されて、研究者に提供さ
れている。「トルコ共和国文化観光省トルコの写本（T.C. Kültür ve Turizm Bakanlığı Türkiye Elyazmaları）」
のタイトルで、インターネットを通じて閲覧者のサービスに提供されているこれらの情報は、
www.yazmalar.gov.trのアドレスからアクセスすることができる。
　今日歴史遺産と我々が認めるべき古い書物は、単なる一国民の財産と見なしてはならないこと
に疑いがない。世界の文化・学問環境に訴えることで、あらゆる文明に共有の蓄積と見なされる
参照文献は、今日と同様に将来においても参照され続けるであろう。現在、個人や機関が所蔵す
るトルコの写本は異本をあわせて60万にも達する。研究者たちがこれらにアクセスできるよう
に、トルコ共和国政府や、法人や個人によってもなされている活動は、全く嫉妬や劣等感の交じ
る余地なく完全に学問的に、世界的遺産に対する支援という文脈で行われている。この活動の目
的としては、現存する作品を学術関係者に入手させることのほかに、書物を書誌学的検討に付す
こと、物理的構造と内容を明らかにすること、その間に無名な著者や作品をも明らかにすること
を挙げることができる。
　ここまでは、独立した書物とそれらが継続的に目録化されることについて詳述してきた。しか
しながら近代では、独立した書物と同程度に、継続して刊行される逐次刊行物も重要であり、学
問、芸術の発展は、この定期刊行物のおかげでより容易に広まりうるのである。特に歴史や文学
のような、過去の時代の深みに根ざし、途切れることなく発展しつつある学問・芸術分野にとっ
ては、定期刊行物は、少なくとも目録と同じ程度に重要である。
　トルコの知識人たちは、タンズィマート（Tanzimat）時代にまでさかのぼる西欧化プロセスにお
いて、オスマン朝のアイデンティティからトルコ共和国のアイデンティティへと移行する際、雑
誌や新聞のような定期刊行物を、少なくとも写本と同じ程度に重要視した。この点で、近代トル
コ史にとっての定期刊行物は、古典的なオスマン朝史にとっての写本にあたる。識字率の向上と
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ともに、トルコの啓蒙の最も基本的な手段となったこれらの出版物は、往時は広範な集団によっ
て求められ、近代トルコの誕生に社会的基盤を用意した。遺憾ながら、今日トルコにおいて、こ
の時期発行されていた逐次刊行物のコレクションは非常に珍しく、手元にあるコレクションもた
いへん貴重な地位を占めている。
　トルコの図書館の中で、写本に関する最も豊富なコレクションが、イスタンブルのスレイマニ
イェ図書館にあるとするならば、定期刊行物に関する最も豊富なコレクションは、アンカラの
国立図書館（Milli	Kütüphane）に存在する。イスタンブルにおいて定期刊行物コレクションで知ら
れた図書館では、ムアッリム・ジェヴデト（Muallim	Cevdet,	1883-1935）とハック・タールク・ウス
（Hakkı	Tarık	Us,	1889-1956）が築いた蔵書が重要である。とくにハック・タールク・ウスの名を冠し、
本人自らが設立した図書館のコレクションは、トルコの近代にまつわる政治、文学、社会生活を
表わす逐次刊行物の点で、きわめて豊富である。
　過去の時代の知的蓄積を保存し、未来の世代の利用に提供するこの種の文化財を守ることは、
ほとんど全ての国で特別の苦心とシステムとを必要とし、特定の収納、分類、利用、管理が不可
欠となっている。急速に歴史となることを運命づけられたこの種の歴史的蓄積が、真の読者や対
象者たちに届けられることもまた、それとは別に知的な問題でありつづけている。情報伝達経路
が簡便となった今日において、電子化されない情報はどこであろうと、無益に待たされ、役に立
たない情報であるかのごとく認識されている。これと並んで、写本のような孤本や、もしくは限
られたいくつかの図書館以外にコレクションが存在しない雑誌や新聞の号も、日が経つにつれて
価値を高めている。より重要なのは、たくさんの本を所蔵することなのか、それともそれらが世
界のどこでも閲覧に供されることなのか、という議論の門口に我々は立たされている。学問的必
要を満たしつつ閲覧に供されないまま、図書館の数が何千にも達することや、それぞれが何百万
冊もの稀覯本を所蔵することが、いかに重要たりえようか？
　読者と書物の出会いは、閲覧者がどの情報がどこで見つかるかを知ることによって始まる。こ
の点で、ハック・タールク・ウスのコレクションのような学問的基礎のある専門コレクションの
重要性や、このコレクションの目録の重要性はいや増すであろう。目録は、図書館と本の倉庫と
を分け隔てるものであり、この点で印刷物であれ、コンピュータ上のものであれ、きわめて重要
なのである。
　ハック・タールク・ウス
4
図書館は、近代トルコの歴史、政治、啓蒙、文化、思想活動に関し
て、あまたの研究者が絶対に訪れるべき図書館の一つである。イスタンブル大生たちが行き交う
歴史的空間、バイェズィト建築複合体（Bayezid	Külliyesi）のクルアーン学校（Sıbyan	Mektebi）の建物
に、1965年10月21日に設立されたこの図書館は、ハック・タールク・ウスが長年の間に収集し、
当時出版の中心と見なされたジャアロール（Cağaloğlu）地区のヴァキット・ユルドゥ（Vakit	Yurdu）
に所蔵していたコレクションを移転して活動を開始した。その時点で2万冊を越えていたこのコ
レクションには、珍しい逐次刊行物、新聞、雑誌、また重要な書籍が存在する。図書館設立の日
から1990年まで、ずっと一名の職員のみでサービスが提供され
5
、2002年末に閲覧サービスを
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行なうのがすっかり困難となると、2003年には文化観光省に移管された。
　『ハック・タールク・ウス図書館目録、定期出版物』というタイトルで刊行された労作には、
図書館がいかにして設立されたか、ハック・タールク・ウスの努力と蔵書家としての個性、コレ
クションを守る上での細心さ、遺言状で指定した図書館の活動およびその諸条件が詳細に記され
ている
6
。他のいかなる図書館においても見出されないアラビア文字とラテン文字の2662タイト
ルの定期刊行物を所蔵するこの図書館は、書誌学関係者の間では「アラビア文字定期刊行物」図
書館として記憶されている。雑誌、新聞、年報、暦、年鑑のような定期刊行物のほか、近代トル
コ史や思想活動の観点からも重要と見なされる書籍のコレクションを所蔵する図書館は、創立者
自らの表現によれば、私設納本図書館としてサービスを提供した
7
。
　ハック・タールク氏が学問の世界に贈ったコレクションは、時につれて建物とともにいたみ、
しわがより、製本が壊れ、背がバラバラになり、ページが黄ばんで色あせ、遂には利用できない
状況になった。我々が過ごした四半世紀においては、あまたの研究者たちにこの状態でサービス
を提供していたが、時の流れには逆らえず、すっかり荒廃した建物が原因で、図書館の全コレ
クションがそこから2003年に接収され、トルコ共和国文化観光省に属するベヤズト国立図書館
（Beyazıt	Devlet	Kütüphanesi）の書庫の一つに保存されるようになった。それからしばらく後に、図書
館のデジタル化が日程に登ったが、官僚制にまつわる財源問題のためにこの目的の実現はしばし
ば延期された。
　最終的には日土友好の新たな発現として、図書館に東京から善意の手がさし延べられた。前述
の目録の準備と並行し、情報のデジタル化事業もプロジェクト化して作業が始まった
8
。何年間
か閉鎖されていた図書館を閲覧者に提供する目的にむけて進行中のプロジェクトは、東京外国語
大学の名で新井政美教授
9
によって実行され、トルコ共和国文化観光省と当大学の「史資料ハブ
地域文化研究」プログラムの枠組みで2003年8月25日に署名された協定の枠内で、継続してい
る。プロジェクトの第一歩には、図書館の定期刊行物の登録をコンピュータ化することが位置
づけられ、この問題に経験豊富な専門家たちを選定してこの作業へふり向けたことが、たいへん
前向きな成果をもたらした
10
。喜ばしい活動をしながら、計画した時期に準備が実施された。こ
の重要で有益なプロジェクトの目的は、ハック・タールク・ウスによって寄付された書籍、雑誌、
新聞、年報、暦、年鑑からなる定期刊行物コレクションを、オリジナルからコンピュータ上に複
製することである。プロジェクトの物質的な負担と技術的設備の調達は、東京外国語大学によっ
てまかなわれ、トルコ共和国文化観光省次官ムスタファ・イセン博士（Prof.Dr. Mustafa İsen）の名に
おいてイスケンデル・パラが作業を支援して進められている。
　2004年10月1日に実施に移された上述のプロジェクトの内容として、まず図書館にある全資
料が種類ごとに分類された。分類に引き続き、明らかとなった定期刊行物の全てを点検しつつ原
型となる目録が準備された
11
。最後に図書館にあるオスマン語定期刊行物のデジタル化の作業が
始められ、これは2ヶ月前に完了してデジタル環境で世界中の学術活動に向けて提供された。
　現在も継続中のプロジェクトの必要に応じて、図書館にある書籍や他の刊行物も目録システム
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に従って分類され、登録されている全文献の目録情報がデジタル化される予定である。プロジェ
クトの終了年としては2007年が予定されている。2007年末には、2662タイトルの豊富な定期
刊行物（そのうちの244点は改題したものである）コレクションが、何千という研究者たちの利用に供さ
れるはずである。こうして研究者は誰でも、全編オスマン語の1282点の定期刊行物と、オスマ
ン語で発行されはじめアタテュルクの文字改革後にラテン文字で出版が継続した82点の定期刊
行物を、電子環境で読むことができる予定である。同様にこのプロジェクトによって、いまだい
かなる図書館にも登録されていない何千という数の新聞・雑誌とともに、2万1千冊の書籍も閲
覧サービスに供せられる予定である
12
。
　プロジェクトが段階を経るに従い、作業が徐々に完了していくにつれ、用意されたものが閲覧
者に公開され、学術活動の利用に供せられつつある。現在図書館において研究者たちは、自分が
望む書籍、雑誌、逐次刊行物について研究を進めることができる。編纂された目録も、デジタル
環境において研究者たちの利用に供される目録（www.yazmalar.gov.tr参照）も、利用可能となってい
る状況である。
　ハック・タールク・ウス図書館のデジタル化プロジェクトは、トルコおよび外国の研究者たち
の多数の注目を集めた。とりわけ以前図書館を利用したことがあり、利用中に困難を経験した人
たちは、この図書館が新たに機能しはじめたことに興奮と喜びを感じ、この活動に尽力した人た
ちに祝意をもって感謝を表明した。そもそも重要なのは、この実施されたプロジェクトが、未来
の学者の育成に寄与するであろうということである。なぜなら行われた仕事は、単に一つの大学
が他国の一群の定期出版物を電子化するという活動にととまらず、150年を越す歴史的友好関係
をもち、過去の記憶を共有する両国の２人の学者の友情と誠意が一つになった現れであり、この
2人から海を越えた両国民へと、日々発展しつつある日土友好がふたたび花開くことなのである。
世界の学問への寄与と文化遺産の保護および再活用のためのこのプロジェクトにより、新井政美
教授をはじめ関係者全員が感謝されなければならない。プロジェクト終了時には、図書館が本来
の建物へ復帰移転することを我々は希望している。
［注］
1	 「……偉大なる祖先バイェズィト1世からご自身までの父祖たちが、この法のうちのいくばく
かを実行されたとは言え、全てを編纂し、骨折って完成させたのは、メフメト2世の時代に
おいてである。」（Mustafa Âlî, Künhü’l-Ahbâr, Süleymaniye Kütüphanesi, Esad Efendi 2162, 
fol.118b）
2	 Süleymaniye	Kütüphanesi,	Yeni	Cami	150,	fol.	45a-b.
3	 Türkiye Yazmaları Toplu Kataloğu: The Union Catalogue of Manuscripts in Turkey : 26 
Eskişehir İl Halk Kütüphanesi Yazmalar Kataloğu（『トルコ写本総目録：26	エスキシェヒル県
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史資料ハブ／国際シンポジウム　アジア・アフリカ史資料学の現在と地域文化研究
88
ク「トルコの図書館における有意義なプロジェクト」『史資料ハブ地域文化研究』第6号（2005
年9月）86-87頁、注1を参照。
5	 イスケンデル・パラ、セラーハッティン・オズテュルク「トルコの図書館における有意義な
プロジェクト」87頁、注2。
6	 Öztürk, S. et al., Hakkı Tarık Us Kütüphanesi Kataloğu: Süreli Yayınlar, İstanbul 2006, pp. 
V-XIII.
7	 「私は図書館の設立を、最初に発行された新聞を集めることによって始めた。トルコ内外で今
まで発行されたトルコ語の新聞と雑誌のほとんどすべてが私のもとにある。納本法（Derleme	
Kanunu）が施行されるまでは、トルコのどこで発行された新聞であろうとも、公的な場所
に収集されることはなかった。納本法制定以前に発行された新聞を私は一紙一紙集めていた。
私自身よりもこれらを世論に提供することに私は深い喜びを感ずるであろう。」（Yeni İstanbul 
1955年7月5日）
8	 このテーマについての論文としては、新井政美「旧ハック・タールク・ウス図書館（イスタ
ンブル）所蔵	オスマン語定期刊行物の整理・保存事業の進展」『史資料ハブ地域文化研究』第
5号（2005年3月）88-92頁。
9	 研究者としてトルコに滞在したさまざまな時期にハック・タールク・ウス図書館を利用して、
同図書館が近代トルコに関する重要なレファレンスの中心であることを認め、東京外国語大
学を通して学問の世界に裨益する先達の役割を果たした新井教授および大学関係者に謝意を
表する。
10	 プロジェクトを実現させた専門家、セラーハッティン・オズテュルク（Selahattin	Öztürk）
とアブドゥッラフマン・M・ハジュイスマイルオール（Abdurrahman M. Hacıismailoğlu）は、
トルコ宗教財団イスラーム研究センター（TDV İslam Araştırmaları Merkezi: İSAM）の専門
司書、ムハンメド・フザルジュ（Muhammed	Hızarcı）は、バイェズィト国立図書館において
専門職として務めている。3人ともオスマン語に通じたアーキビストである。この専門家たち
は勤務時間外や週末や祝日の時間を使うだけにとどまらずに週の4晩を図書館で過ごし、自己
犠牲と細心の注意を払ってこのプロジェクトを遂行した。我々は彼らに感謝する義務を負っ
ている。
11	 Öztürk, S. et al., Hakkı Tarık Us Kütüphanesi Kataloğu: Süreli Yayınlar, İstanbul, 2006, XX + 
492 s.
12	 目録化作業では各刊行物について次のような情報がリストアップされた。
	 配架番号（Yer No）
	 　　　　刊行物名 :	副タイトル（Yayın	adı:	Bütünleyici	adı）	/	発行者、編集主幹、主筆その他
責任表示	（Sahib-i İmtiyaz, Müdür-i Mes’ul, Başmuharrir, v.b. sorumluluk bildirimi）.	出版地
（Yayın	yeri）	:	出版者 /頒布者（Yayınlayan/çıkaran）,	初号の年月次 -終号の年月次	（İlk çıkış- 
bitiş tarihleri）.	巻次、号次	（Çıkan	cilt	sayısı,	çıkan	sayı）.
　　　　刊行頻度（Süresi）;	印刷所（Matbaa）;	サイズ（ölçüştürüm）.	本文言語（Dil）,	ハサン・ドゥ
マン編『オスマン語逐次刊行物目録』通し番号	 /ハック・タールク・ウス図書館旧登録番号
トルコの文化と歴史に関する文字資料を図書館の環境で利用すること（イスケンデル・パラ）
89
（HD1	Sıra	No	/	HTU	Eski	No）.
	 所蔵巻号次：　（Sayıları:）
	 注記：（必要な場合）（Açıklama:	（gerekiyorsa））
	 別の刊行物との合冊：（必要な場合）	（Başka Yayın içinde:	（gerekiyorsa））
	 これに基づいて作成された書誌情報カードのサンプル：
 1378
	 　　　　Afacan : Perşembe günleri çıkar, Türkiye’de çocuklara mahsus ilk büyük mizah 
gazetesi / Sahib-i İmtiyaz ve Müdür-i Mes’ûl : M. Faruk Gürtunca.--İstanbul : t.b. - t.b., c.b., 
s.b.
	 　　　　Haftalık ; İstanbul Halk Matbaası, 31,5x49; 24x32 cm. Türkçe. 
 Sayılar :
	 　　　　II	 :	17-18,	20-23	（1933）	65,	74	（1934）;	 III	 :	97,	99	（1936）	133,	135,	138,	142	
（1947）;	IV	:	145	（1937）.
*
 2123
	 　　　　Avukat Mecmuası : 	 Temyiz mahkemesi kararlarının hülâsalarıyla adlî 
emir ve kanun tâdilleri de basılacaktır. Siyasiyattan başka her şeyden bahs eder 
içtimaî, ilmî, ayda bir çıkar Türk gazetesi / Sahib-i İmtiyaz ve Müdürü : Bandırmalı 
Avukat Ahmed Hilmi.--Eskişehir : 15 Kânunusâni 1927 - 15 Nisan 1934, c.b., 1-30	
　　　　Aylık ; İstikamet Matbaası; Sakarya Matbaası, 19,5x28 cm. Osmanlıca, Türkçe. 
（HD/1	Sıra	No:	0154;	HTU	Eski	No:	D.	387）	
 Sayılar :
	 I-II	 :	1-5,	7-9,	11-18	（15	Kânunusâni	1927-15	Haziran	1928）	 ;	22,	29-30	（31	Kânunusâni	
1929-	15	Nisan	1934）.
 Açıklama :
	 　　　　29. sayıda adı; Eskişehir Avukat Mecmuası olmuştur. 1927 senesi fihristi vardır. 
Temyiz Mukarreratı Hülasaları adıyla 1929 yılında ilave vermiştir.
*
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	 0186
	 　　　　Tarih ve Edebiyat :	Mülk-i millete nâfi, tarih, edebiyat, fünûn , iktisadiyat ve şuûn-i 
saireye müteâllik mebâhis-i müfideyi hâvî mecmua-i şehriyedir.-- İstanbul : Ali Emirî, 31 Mart 
1334 - 31 Kânunuevvel 1338, I-III, I, 1-31,1-5
　　　　Aylık ; Evkâf-ı İslâmiye Matbaası, 14,5x22; 19,5x27,5 cm. Osmanlıca.	（HD1	Sıra	No:	2078;	
HTU	Eski	No:	C.264,	D.214/3）	
 Sayılar :	
	 　　　　I-III : 1-31 （31 Mart 1334- 30 Eylül 1336） Osmanlı Tarih ve Edebiyat Mecmuası; I : 
1-3, 5 （31 Ağustos- 31 Kânunuevvel 1338） Tarih ve Edebiyat.
 Açıklama :
	 　　　　1-31	Osmanlı	Tarih	ve	Edebiyat	Mecmuası;	1-5	Tarih	ve	Edebiyat.
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